
　

間
も
な
く
所
得
税
と
市
県
民
税

の
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
す
。
必

要
な
書
類
を
準
備
し
て
、
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
地
域
別
に
申
告
相
談
会

場
を
設
け
ま
す
。
申
告
相
談
を
希

望
す
る
人
は
、
申
告
相
談
会
場
地

区
別
日
程
表
を
確
認
の
上
、
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

会
場
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、「
確
定
申
告
の
手
引
き
」

な
ど
を
参
考
に
自
分
で
申
告
書
を

作
成
し
、
提
出
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

ま
た
、電
子
申
告（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）

を
利
用
し
て
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
本
人
の

電
子
署
名
と
電
子
証
明
書
を
添

え
て
送
信
し
た
人
は
、
最
高
４
、

０
０
０
円
の
税
額
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
平
成
19
〜

22
年
分
に
利
用
し
た
人
以
外
）
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人

　

・
営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の

　

所
得
が
あ
る
人
で
、
昨
年
１
年

　

間
の
合
計
所
得
金
額
が
、
基
礎

　

控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控

　

除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額

　

を
超
え
る
人

　

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
で
、
給
与

　

所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が

　

20
万
円
を
超
え
る
人

　

・
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら

　

っ
て
い
る
人

　

・
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超

　

え
る
人

　

　

・
医
療
費
控
除
、
寄
付
金
控
除
、

　

雑
損
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特

　

別
控
除
（
１
年
目
）
な
ど
を
受

　

け
る
人

※
生
命
保
険
や
損
害
保
険
の
満
期
・

　

解
約
保
険
金
も
一
時
所
得
と
し

　

て
申
告
の
必
要
が
あ
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

▽
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
る
人
は
、
原
則
と

し
て
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
次
の
要
件
に
該
当

す
る
人
は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

　

・
平
成
23
年
中
の
所
得
が
給
与
ま

　

た
は
公
的
年
金
の
み
で
あ
る
人

※
平
成
23
年
中
の
所
得
が
給
与
ま

　

た
は
公
的
年
金
の
み
の
人
で
、

　

所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
は
な

　

い
が
医
療
費
控
除
、
寄
付
金
控

　

除
、
雑
損
控
除
、
扶
養
控
除
な

Ｑ
．
生
命
保
険
が
満
期
に
な
っ
た

と
き
の
申
告
は
？

　

平
成
23
年
中
に
養
老
保
険
が
満

期
に
な
り
ま
し
た
。
申
告
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
．
必
要
で
す

　

生
命
保
険
な
ど
の
満
期
や
解
約

の
際
の
一
時
金
は
、
一
時
所
得
に

該
当
し
、
課
税
対
象
所
得
と
な
り

ま
す
の
で
申
告
が
必
要
で
す
。

　

生
命
保
険
契
約
な
ど
に
基
づ
く

一
時
所
得
の
計
算
は
、（
一
時
金

+

剰
余
金
・
割
戻
金

－

保
険
料
ま

た
は
掛
金
の
総
額

－

50
万
円
）
÷

２
で
求
め
た
金
額
で
す
（
０
円
以

下
と
な
る
場
合
一
時
所
得
は
０
円

と
な
り
、
他
の
所
得
と
損
益
通
算

は
で
き
ま
せ
ん
）。
一
時
所
得
が

０
円
で
あ
る
場
合
は
申
告
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
個
人
年
金
の
申
告
は
？

　

生
命
保
険
契
約
に
基
づ
く
年
金

の
受
け
取
り
が
あ
り
ま
し
た
。
申

告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
．
必
要
で
す

　

生
命
保
険
契
約
や
損
害
保
険
契

約
な
ど
に
基
づ
く
年
金
は
、
雑
所

得
に
該
当
し
課
税
対
象
所
得
と
な

り
ま
す
の
で
、申
告
が
必
要
で
す
。

　

生
命
保
険
契
約
な
ど
に
基
づ
く

雑
所
得
の
計
算
は
（
支
払
金
額

－

年
金
の
支
払
金
額
に
対
応
す
る
保

険
料
額
）で
求
め
た
金
額
で
す（
０

円
以
下
と
な
る
場
合
は
公
的
年
金

な
ど
の
雑
所
得
と
損
益
通
算
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
他
の

所
得
と
損
益
通
算
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
）。

Ｑ
．
医
療
費
控
除
は
？

　

平
成
23
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

費
が
10
万
円
以
下
で
し
た
が
、
医

療
費
控
除
に
は
な
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ
．
所
得
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す

　

医
療
費
控
除
額
は
支
払
っ
た
医

療
費
の
領
収
書
の
総
額
が
、
10
万

円
ま
た
は
総
所
得
金
額
等
の
５
％

の
い
ず
れ
か
少
な
い
ほ
う
の
金
額

を
超
え
る
額
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
所
得
が
２
０
０
万
円
以
下
の

人
で
あ
れ
ば
支
払
っ
た
医
療
費
が

10
万
円
以
下
の
場
合
で
も
医
療
費

控
除
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
領
収
書
は
必
ず
保
管

▽
相
談
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

　

午
後
１
〜
４
時

▽
申
告
時
に
必
要
な
も
の

　

・
源
泉
徴
収
票

　

・
生
命
保
険
な
ど
の
支
払
証
明
書

　

・
印
鑑

　

・
通
帳

　

・
そ
の
他
必
要
書
類

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

　

国
税
庁

　

HP http://w
w
w
.nta.go.jp

　

西大寺税務署では、確定申告期間中の日曜日
に申告相談を実施する日を設けています。

▽相談日　２月 19 日（日）・26 日（日）

▽会場　ままかりフォーラム　
　　　　（岡山市北区駅元町１４-１）
■問い合わせ先
　西大寺税務署　☎０８６-９４２ - ３８１５

　

ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
申

　

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
的
年
金
受
給
者
で
、
扶
養
親

　

族
等
申
告
書
を
日
本
年
金
機
構  

　

へ
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
扶

　

養
控
除
の
申
告
を
す
る
と
市
県

　

民
税
が
少
な
く
な
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。

▽
開
催
日
・
地
区
別
会
場

　

右
表
の
と
お
り

※
４
カ
所
の
申
告
会
場
が
あ
り
ま

　

す
が
、
開
い
て
い
る
会
場
は
常

　

に
１
カ
所
だ
け
で
す
。　

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
費
控
除
は
支
払
っ

た
医
療
費
が
還
付
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
所
得
税
・
市
県
民
税
の

所
得
控
除
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
所
得
税
な
ど
源
泉
徴
収
さ
れ

て
い
る
も
の
が
な
い
場
合
、
還
付

金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
次
の
よ
う
な
医
療
費
は

医
療
費
控
除
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
税
務
署
ま
た
は
税
務
課

市
民
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
費
用

　

・
医
師
の
診
断
書
作
成
費
用

　

・
人
間
ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
の
費

　

用
（
た
だ
し
、
診
断
の
結
果
重

　

大
な
病
気
が
発
見
さ
れ
、
引
き

　

続
き
そ
の
病
気
の
治
療
を
受
け

　

た
場
合
は
対
象
）

　

・
差
額
ベ
ッ
ド
料
金
（
た
だ
し
、

　

医
師
の
指
示
に
よ
り
個
室
に
入

　

る
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由
が

　

あ
る
場
合
は
対
象
）

Ｑ
．
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
控
除
は
？

　

国
民
健
康
保
険
税
を
支
払
っ
て

い
ま
す
が
、
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
か
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
支
払
っ
た
場
合
は
対
象
に
な

り
ま
す
か
。

Ａ
．
ど
ち
ら
も
対
象
に
な
り
ま
す

　

平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

23
年
12
月
31
日
ま
で
に
、
申
告
者

が
支
払
っ
た
国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
全
額

が
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ

た
場
合
は
年
金
受
給
者
の
控
除
と

な
り
ま
す
。
年
末
調
整
で
申
請

を
し
な
か
っ
た
人
や
年
金
受
給
者

は
、
確
定
申
告
を
す
る
と
保
険
料

な
ど
が
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
所

得
税
・
市
県
民
税
が
少
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
障
害
者
手
帳
で
の
控
除
は
？

　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ
．
対
象
に
な
り
ま
す

　

身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人
、
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
を
扶
養
し
て
い
る
人
は

申
告
に
よ
り
所
得
か
ら
一
定
の
額

が
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

給
与
所
得
者
で
、
年
末
調
整
時

に
障
害
者
控
除
の
手
続
き
を
行
わ

な
か
っ
た
人
、
年
末
調
整
以
降
に

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
新
し
く

交
付
さ
れ
た
人
や
等
級
変
更
の

あ
っ
た
人
は
、
確
定
申
告
に
よ
っ

て
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

　

西
大
寺
税
務
署

　

☎
０
８
６-

９
４
２-

３
８
１
５

◇
お
わ
び
と
訂
正
◇

　

本
紙
１
月
号
７
ペ
ー
ジ
の
図
表

２
の
老
人
扶
養
控
除
の
金
額
が

33
万
円
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
38
万
円
で
す
。訂
正
し
、

お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

が始まります

開催日 地区 会場

２
月

16 日（木） 西須恵・東須恵・飯井

ゆめトピア長船
リフレッシュスタジオ

17 日（金） 牛文・磯上
20 日（月） 福里・土師
21 日（火） 福岡
22 日（水） 服部
23 日（木） 八日市・長船
24 日（金） 長浜

牛窓町公民館
３階大会議室

27 日（月） 鹿忍・千手
28 日（火） 牛窓
29 日（水） 牛窓

３
月

1日（木） 福谷・虫明 裳掛コミュニティセンター
2日（金） 上笠加・下笠加・箕輪・北池

瀬戸内市役所
２階大会議室

5日（月） 大富・福山・向山・北島
6日（火） 尻海・庄田
7日（水） 東谷・豊原・大窪
8日（木） 尾張・山手・豊安
9日（金） 山田庄
12 日（月） 本庄・上山田・下山田
13 日（火） 豆田・福元・百田・宗三・福中
14 日（水） 地区指定なし
15 日（木） 地区指定なし

確定申告とは、2 月 16 日から 3月 15 日までに、前年の 1月 1 日から 12 月 31 日ま
での 1年間に得たすべての所得とその所得に係る税金を計算し、確定申告書を提出し
て、源泉徴収や予定納税で納めた税金などとの過不足を精算する手続きのことです。

確定申告期間中の日曜日も相談実施
 

よ
く
あ
る
質
問
と
答
え

 

確
定
申
告
Ｑ
＆
Ａ

申告相談会場地区別日程表

特集



　

市
で
進
め
て
い
る
新
図
書
館
の

建
設
準
備
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ

ん
と
意
見
交
換
を
行
い
、
共
に
知

識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、「
と
し
ょ
か
ん
未
来
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
の
こ
ん
な
に
し
た
い
な
編

と
特
別
編
を
開
催
し
ま
す
。

 

こ
ん
な
に
し
た
い
な
編

　

　　

こ
ん
な
に
し
た
い
な
編
で
は
、

11
月
に
開
催
し
た
「
と
し
ょ
か
ん

未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
ど
う
な
っ

て
る
の
編
）」
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
現
在
の
図
書
館
で
提
供
し
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
踏
ま

え
、
新
し
い
図
書
館
を
暮
ら
し
に

役
立
つ
図
書
館
に
す
る
た
め
の
意

見
交
換
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
18
日
（
土
）
午
後

　

１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▽
場
所　

長
船
町
公
民
館

▽
定
員  

１
０
０
人
（
先
着
順
）

▽
内
容

①
ど
う
な
っ
て
る
の
編
報
告

　
「
図
書
館
の
通
信
簿
」
の
結
果

を
説
明
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
現

図
書
館
の
改
善
点
や
新
し
い
需
要

に
つ
い
て
分
析
し
て
い
き
ま
す
。

※
図
書
館
の
通
信
簿
は
、
市
図
書

　

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

　
い
ま
す
。

②
新
し
い
試
み
に
挑
戦
し
て
い
る

　「
本
の
あ
る
場
所
」 

　

前
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

で
挙
げ
ら
れ
た
新
図
書
館
に
期
待

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
事

例
を
紹
介
し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

③
瀬
戸
内
市
の
図
書
館
像
を
考
え

　
よ
う

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
望
む
サ
ー
ビ

ス
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
空

間
や
体
制
、
手
順
な
ど
に
つ
い
て

参
加
者
全
員
で
考
え
ま
す
。

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
方
法

　

窓
口
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

申
し
込
む
場
合
は
、
氏
名・住
所・

電
話
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
託
児
を
希
望
す
る
場
合
は
、
子

　

ど
も
の
氏
名
と
年
齢
も
明
記
し

た
は
特
別
支
援
学
校
の
中
学
部
に

在
学
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
在
学

す
る
期
間
を
含
む
）
の
児
童
（
以

下
「
遺
児
」
と
い
う
）

※
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と
き

　

お
よ
び
保
護
者
が
再
婚
し
た
と

　

き
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

▽
内
容
・
支
給
額
（
す
べ
て
子
ど

　

も
一
人
あ
た
り
）

①
保
護
者
死
亡
見
舞
金　

３
万
円

　

小
・
中
学
校
や
特
別
支
援
学
校

の
小
・
中
学
部
在
学
中
に
遺
児
に

な
っ
た
と
き

②
入
学
激
励
金　

３
万
円

　

遺
児
が
小
・
中
学
校
な
ど
へ
入

学
し
た
と
き

③
卒
業
激
励
金　

３
万
円

　

遺
児
が
中
学
校
な
ど
を
卒
業
す

る
と
き

④
交
通
遺
児
激
励
金　

１
万
円

　

交
通
事
故
に
よ
り
保
護
者
と
死

別
し
た
遺
児
が
小
・
中
学
校
な
ど

へ
入
学
・
進
級
す
る
と
き　
　
　

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

・
申
請
書
（
窓
口
に
設
置
）

　

・
印
鑑

　

・
保
護
者
名
義
の
振
込
口
座

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７ 

　

〒
７
０
１-

４
２
９
２

　

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０-

１

　

瀬
戸
内
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
信
す
る
場
合

　

FAX
０
８
６
９-

２
２-

３
３
０
４

　

・
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
場
合

　

mailmachidukuri@city.setouchi.lg.jp

・
電
子
申
請
を
利
用
す
る
場
合

　

HP http://www.city.setouchi.lg.jp/news/

　

bus.html

▽
応
募
期
限　

２
月
16
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

 

支
給
し
ま
す　

 

遺
児
激
励
金

　

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で

保
護
者
を
亡
く
し
た
児
童
の
健
全

な
育
成
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
遺
児
激
励
金
を

支
給
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
児
童

の
保
護
者
ま
た
は
児
童
を
実
際
に

監
護
す
る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

　

保
護
者
と
死
別
し
た
義
務
教
育

修
了
前
（
15
歳
に
達
し
た
日
の
属

す
る
学
年
の
末
日
以
前
を
い
い
、

同
日
以
降
引
き
続
い
て
中
学
校
ま

▽
選
考
方
法　

厳
正
な
審
査
の
上
、

　

応
募
愛
称
候
補
の
中
か
ら
１
点

　

を
選
定

▽
発
表　

本
紙
４
月
号
で
採
用
さ

　

れ
た
愛
称
と
応
募
者
氏
名
を
発

　

表
し
、
博
物
館
・
美
術
館
の
招

　

待
券
を
贈
呈
し
ま
す
。（
複
数

　

の
人
が
同
じ
愛
称
を
応
募
し
た

　
場
合
は
抽
選
を
行
い
一
人
の
み
）

※
採
用
さ
れ
た
愛
称
に
関
す
る
著

　

作
権
は
瀬
戸
内
市
に
帰
属
す
る

　

こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
方
法　

愛
称
、
愛
称
の
説

　

明
、
応
募
者
の
氏
名
・
住
所
・

　

電
話
番
号
・
年
齢
を
記
載
し
て

　

応
募
先
へ
直
接
持
参
す
る
か
、

　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

　

に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
任
意
で
す
。

▽
応
募
先

　

　

・
持
参
す
る
場
合

　

各
図
書
館
・
室

・
は
が
き
を
郵
送
す
る
場
合

　

〒
７
０
１-

４
２
２
１

　

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
４
６
５-

１

　

瀬
戸
内
市
立
図
書
館

　

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
信
す
る
場
合

　

FAX
０
８
６
９-

２
２-

３
７
６
２

　

・
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
場
合

　

mailoku-tosho@city.setouchi.lg.jp

　

・
電
子
申
請
を
利
用
す
る
場
合

　

HP http://www.city.setouchi.lg.jp/news/

　

lib.html

▽
応
募
期
限　

２
月
29
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
立
図
書
館

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
７
６
１

 

愛
称
を
募
集
し
ま
す　

 

デ
マ
ン
ド
バ
ス

　

市
で
は
、
平
成
24
年
度
以
降
に

運
行
を
予
定
し
て
い
る
デ
マ
ン
ド

バ
ス（
予
約
制
乗
合
バ
ス
）の「
愛

称
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

車
両
は
、
10
人
乗
り
ワ
ゴ
ン
車

で
す
。
採
用
さ
れ
た
愛
称
は
、
車

両
装
飾
や
広
報
な
ど
で
使
用
し
ま
す
。

▽
選
考
方
法　

厳
正
な
審
査
の
上
、

　

応
募
愛
称
候
補
の
中
か
ら
１
点

　

を
選
定

▽
発
表　

本
紙
４
月
号
で
採
用
さ

　

れ
た
愛
称
と
応
募
者
氏
名
を
発

　

表
し
、
博
物
館
・
美
術
館
の
招

　

待
券
を
贈
呈
し
ま
す
。（
複
数

　

の
人
が
同
じ
愛
称
を
応
募
し
た

　
場
合
は
抽
選
を
行
い
一
人
の
み
）

※
採
用
さ
れ
た
愛
称
に
関
す
る
著

　

作
権
は
瀬
戸
内
市
に
帰
属
す
る

　

こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
方
法　

愛
称
、
愛
称
の
説

　

明
、
応
募
者
の
氏
名
・
住
所
・

　

電
話
番
号
・
年
齢
を
記
載
し
て

　

応
募
先
へ
直
接
持
参
す
る
か
、

　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

　

に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
任
意
で
す
。

▽
応
募
先

　

　

・
持
参
す
る
場
合

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
牛
窓
支

　

所
、
長
船
支
所
、
裳
掛
出
張
所
、

　

各
公
民
館

・
は
が
き
を
郵
送
す
る
場
合

としょかん
未来ミーティング
こんなにしたいな編と特別編

　

て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

２
月
10
日
（
金
）

　

午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

社
会
教
育
課
、
各
図
書
館
・
室

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
１

　

FAX
０
８
６
９-

３
４-

４
７
９
０

　

mail syakaikyouiku@city.setouchi.lg.jp

　

HP http://lib.city.setouchi.lg.jp/index.htm

 

特
別
編

　

　　

特
別
編
で
は
、
講
演
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す
。
申
込
は
不

要
で
す
。

※
託
児
を
希
望
す
る
場
合
の
み
、

　
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
25
日
（
土
）
午
後

　

１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

石川県七尾市から寄贈された移動図書館車

▽
内
容　

【
基
調
講
演
】

　

・
タ
イ
ト
ル　

知
の
地
域
づ
く
り

　

と
図
書
館
〜
学
校
図
書
館
、
公

　
共
図
書
館
の
役
割
を
考
え
る
〜

　

・
講
師　

片
山
善
博
氏(

慶
應
義

　

塾
大
学
教
授
・
前
総
務
大
臣
）

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

　

・
タ
イ
ト
ル　
「
し
あ
わ
せ
実
感

　

都
市
・
瀬
戸
内
」
を
実
現
す
る

　

た
め
に
図
書
館
が
出
来
る
こ
と

　

・
パ
ネ
リ
ス
ト　

湯
浅
薫
男
氏
（
瀬

　
戸
内
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
長
）、

　

山
本
公
子
氏
（
図
書
館
協
議
会

　

長
）、
山
﨑
宗
則
教
育
長
、
邑

　

久
高
校
生
徒（
瀬
戸
内
市
在
住
）

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
立
図
書
館

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
７
６
１ 

 

愛
称
を
募
集
し
ま
す　

 

移
動
図
書
館
車

　

市
で
は
、
平
成
24
年
度
以
降
に

運
行
を
予
定
し
て
い
る
移
動
図
書

館
車
の「
愛
称
」を
募
集
し
ま
す
。

　

車
両
は
、
３
㌧
ト
ラ
ッ
ク
車
を

改
造
し
た
も
の
で
す
。
採
用
さ
れ

た
愛
称
は
、
車
両
装
飾
や
広
報
な

ど
で
使
用
し
ま
す
。

片山善博
Yoshihiro Katayama

昭和 26 年岡山県赤磐郡瀬戸町
（現岡山市）生まれ。昭和 49 年
東京大学法学部卒と同時に自治
省（現総務省）に入省。平成 11
年 4 月から鳥取県知事を 2期務
める。平成 19 年 4 月から慶應
義塾大学法学部教授。平成 21
年 10 月に行政刷新会議議員に
就任。平成 22 年 9 月の菅改造
内閣で総務大臣を務める。
著書に、『日本を診る』（岩波書
店）、『市民社会と地方自治』（慶
應義塾大学出版会）、『災害復興
とそのミッション―復興と憲
法』（共著 =クリエイツかもが
わ）、『「自治」をつくる』（共著
＝藤原書店）など多数。

移動図書館車愛称
応募用ＱＲコード

デマンドバス愛称
応募用ＱＲコード

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ



　

水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
毎
月
検

針
・
毎
月
徴
収
」
を
、
左
図
の
と

お
り
４
月
か
ら
２
カ
月
に
１
回
の

「
隔
月
検
針
・
隔
月
徴
収
」
に
変

更
し
ま
す
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
２
カ

月
ご
と
奇
数
月
に
行
い
ま
す
。
水

道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
は
、
２

カ
月
分
ま
と
め
て
偶
数
月
で
の
支

払
い
と
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
水
道
料
金
と
下
水
道
使

用
料
の
算
定
方
法
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

上
水
道
業
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
２
５

　

下
水
道
業
務
課

　

☎
０
８
６
９-
２
２-

５
１
５
１

 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す　

 

暴
力
団
排
除

　
「
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
」「
資
金

を
提
供
し
な
い
」「
利
用
し
な
い
」

を
基
本
理
念
と
し
た
、
瀬
戸
内

市
暴
力
団
排
除
条
例
が
平
成
23
年

12
月
22
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ

て
、
暴
力
団
を
孤
立
化
さ
せ
排
除

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
暴
力
団
排

除
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

条
例
施
行
に
伴
い
、
総
決
起
大

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加

下
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

▽
日
時　

２
月
９
日
（
木
）
午
後

　

２
〜
４
時

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
内
容　

吉
沢
徹
弁
護
士
に
よ
る

　
講
演
、
県
警
音
楽
隊
の
演
奏
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
・
通
報
先

　

・
条
例
に
関
す
る
こ
と　

　

地
域
安
全
推
進
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４

　

・
暴
力
団
に
関
す
る
通
報
や
相
談

　

岡
山
県
警
察
本
部

　

組
織
犯
罪
対
策
第
二
課　
　
　

　

☎
０
１
２
０-

３サ
ー

３サ
ー-

８ヤ

ク

ザ

ゼ

ロ

９
３
０

　

瀬
戸
内
警
察
署

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

６
１
１
０

　

公
益
財
団
法
人
岡
山
県
暴
力

　

追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

　

岡
山
事
務
所

　

☎
０
８
６-

２
３
３-

２
１
４
０

 

人
権
擁
護
委
員
が
交
代　

 

山
下
隆
志
氏
、
表
幸
子
氏

　

１
月
１
日
付
け
で
、
山
下
隆

志
氏
と
表
幸
子
氏
が
人
権
擁
護
委

員
に
着
任
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

任
期
は
平
成
26
年
12
月
31
日
ま
で

の
３
年
間
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
相
談
な
ど

を
通
じ
て
、
法
務
局
な
ど
の
職
員

 

意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す　

 

生
活
環
境
影
響
調
査

　

市
で
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

か
も
め
の
焼
却
炉
改
造
工
事
に
あ

た
り
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
第
９
条
の
３
第
９

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
９

条
の
３
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
一

般
廃
棄
物
焼
却
施
設
に
係
る
生
活

環
境
影
響
調
査
書
を
一
般
の
縦
覧

に
供
し
ま
す
。

▽
縦
覧
場
所　

生
活
環
境
課

▽
縦
覧
期
間　

２
月
６
日
（
月
）

　

〜
３
月
５
日
（
月
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

▽
施
設
の
名
称　

ク
リ
ー
ン
セ
ン

　

タ
ー
か
も
め

▽
事
業
の
名
称　

ク
リ
ー
ン
セ
ン

　

タ
ー
か
も
め
改
造
事
業

▽
施
設
の
場
所　

瀬
戸
内
市
牛
窓

　

町
牛
窓
２
２
８
番
地

▽
施
設
の
種
類　

一
般
廃
棄
物
焼

　

却
施
設
（
炉
等
の
改
造
）

▽
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
一
般

　

廃
棄
物
の
種
類　

可
燃
ご
み

▽
施
設
の
能
力　

43
㌧
／
日

▽
実
施
し
た
生
活
環
境
影
響
調
査

　

の
項
目　

４
項
目
（
大
気
質
・

　

騒
音
・
振
動
・
悪
臭
）

　

施
設
の
変
更
に
関
し
、
利
害
関

係
を
有
す
る
人
は
環
境
保
全
の
見

地
か
ら
意
見
書
を
市
長
に
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
生
活
環
境
影
響
調
査
書
に
つ

い
て
の
意
見
書
」
と
明
記
し
、
提

出
者
の
氏
名
・
住
所
と
調
査
書
に

つ
い
て
の
環
境
の
保
全
の
見
地
か

ら
の
意
見
を
記
載
し
て
郵
送
ま
た

は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
任
意
で
す
。

▽
提
出
期
限　

３
月
21
日
（
水
）

　

午
後
５
時

　

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

〒
７
０
１-

４
２
９
２

　

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０-

１

　

瀬
戸
内
市
生
活
環
境
課

　厚生年金・国民年金の「老齢年
金」など、老齢 ( 退職 ) を支給事
由とする公的年金は、税法上「雑
所得」として所得税の課税対象に
なります。
　このうち、「老齢年金」の額が
108 万円以上の人（65 歳以上の人
は 158 万円以上）については、所
得税を源泉徴収することになって
います。
　日本年金機構では、平成 23 年
1 ～ 12 月中に「老齢年金」を受
け取った人全員に平成 24 年 1 月
に源泉徴収票を送付しています。
　源泉徴収票は、税務署で年金以
外に給与収入があり確定申告をす
るときや、源泉徴収の還付を受け
るときに添付する必要があります。
　２月になっても源泉徴収票が届
かないときや紛失した場合は、「ね
んきんダイヤル」にお電話くださ
い。お急ぎの場合は、お近くの年
金事務所で再発行しますのでお申
し出ください。
　なお、「障害年金」や「遺族年金」
については非課税ですので、源泉
徴収票の送付はありません。
■問い合わせ先
　岡山東年金事務所
　☎０８６ - ２７０ - ７９２９　
　ねんきんダイヤル
①固定電話・携帯電話は
　☎０５７０ - ０５- １１６５
②ＩＰ電話・ＰＨＳは
　☎０３ - ６７００- １１６５

　

・
急
性
な
ど
の
外
傷
性
捻
挫
・
打

　

撲
・
挫
傷
（
肉
離
れ
な
ど
）

【
健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合
】

　

・
日
常
生
活
に
よ
る
疲
れ
、
体
調

　

不
良
や
単
な
る
肩
こ
り

　

・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
肉
体
疲
労

　

・
病
気
（
神
経
痛
・
五
十
肩
・
ヘ

　

ル
ニ
ア
な
ど
）
か
ら
く
る
痛
み

　

・
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病

　

・
外
科
・
整
形
外
科
で
治
療
中
の

　

も
の
（
同
時
期
・
同
部
位
）

　

・
負
傷
原
因
が
外
傷
性
で
な
い
場
合

　

・
労
働
災
害
や
通
勤
災
害
の
場
合

　

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
目
的
な
ど

※
「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
の
負

　

傷
名
、負
傷
原
因
、負
傷
部
位
、

　

施
術
日
、
施
術
内
容
、
通
院
回

　

数
、
支
払
金
額
を
確
認
し
、
必

　

ず
自
分
で
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
領
収
証
を
発
行
し
て
も
ら

　

い
、
金
額
の
確
認
を
し
て
く
だ

　

さ
い
。

※
施
術
内
容
に
つ
い
て
、
市
民
課

　

国
保
年
金
係
か
ら
お
尋
ね
す
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
医
療
費
の

　

適
正
化
を
図
る
一
環
と
し
て
ご

　

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
へ

 

整
骨
院
・
接
骨
院
の
か
か
り
方　

　

整
骨
院
な
ど
の
看
板
や
広
告
に

「
各
種
保
険
取
扱
」
と
あ
っ
て
も
、

健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

施
術
を
受
け
る
際
に
は
、
負
傷

原
因
を
正
確
に
伝
え
、
健
康
保
険

の
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
理
解
し

た
上
で
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
】

　

・
骨
折
・
脱
臼

　
（
医
師
の
同
意
書
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
応
急
手
当
の
場
合
は

　

不
要
で
す
。）

と
協
力
し
、
情
報
の
収
集
、
人
権

侵
犯
事
件
の
調
査
・
処
置
、
当
事

者
の
利
害・主
張
の
調
整
を
行
い
、

事
案
の
円
満
な
解
決
を
図
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
人
権
に
関
す
る

啓
発
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
は
９
人
の
人
権
擁
護
委

員
が
い
て
、
毎
月
３
回
な
や
み
ご

と
相
談（
本
紙「
く
ら
し
の
情
報
」

に
掲
載
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

相
談
料
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

人
権
啓
発
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
２
２

 

公
表
し
ま
す　

 

農
地
の
実
勢
賃
借
料
情
報

　

瀬
戸
内
市
農
業
委
員
会
で
は
、

平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
23

年
12
月
31
日
ま
で
に
、
本
市
に
お

い
て
農
地
法
お
よ
び
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
に
よ
り
賃
借
さ
れ

た
実
勢
の
賃
借
料
を
集
計
し
た
も

の
を
、
下
表
の
と
お
り
情
報
提
供

し
ま
す
。

　

賃
借
料
を
決
定
す
る
際
の
判
断

材
料
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

区分 地域名 平均額 　　　　　　　円 最高額 　　　　　　　円 最低額 　　　　　　　円 データ数 　　　　　　　   筆

田
牛窓町 － － 　－ 　　3
邑久町 6,200 10,000 2,200 605
長船町 5,900 10,000 2,000 189

畑
牛窓町 8,500 10,200 4,000 14
邑久町 － － － 6
長船町 － － － 6

※１　使用貸借権の設定および著しく高い価格または低い価格の設定は集計対象から除く。
※２　集計対象となるデータ数が少ない場合は公表しない。

瀬戸内市実勢賃借料情報（年間 10アール当たり）

水道料金と
下水道使用料

４月から２カ月分まとめての
支払いに変わります

水道・下水道の検針と料金・使用料について

　

な
お
、
賃
借
料
情
報
は
実
勢
の

集
計
値
で
あ
り
、
拘
束
力
は
な
く

賃
借
料
決
定
の
参
考
と
し
て
提
供

す
る
も
の
で
す
。

　

実
際
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
広

さ
や
水
利
条
件
な
ど
の
生
産
性
や

耕
作
条
件
を
考
慮
し
、
貸
し
手
と

借
り
手
の
両
者
で
よ
く
話
し
合
っ

て
決
め
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
農
業
委
員
会

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
０
４
８

クリーンセンターかもめ

変更前：毎月検針・徴収

変更後：隔月検針・徴収

24 年 2 月

検針

検針

支払い

検針 支払い

支払い

3 月 4 月

24 年 5 月 6 月 7 月 8 月

検針 支払い

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ



広報 せとうち No.87    8※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

　11 月 20 日、瀬戸内市健康フェスタ 2011 が「こ

ころの健康～笑顔で咲かそう　こころの花～」を

テーマに、ゆめトピア長船で開催されました。

　社会心理学講師・カウンセラーの市場恵子氏が

「まっいいかぁ・なんとかなるさぁ」と題してス

トレスとの上手な付き合い方や笑いの大切さにつ

いての講演を行いました。また、会場内では、市

内のボランティアや地域の組織、健康に関する活

動を行っているグループなどによる介護や健康、

歯の相談、気軽にできる体操紹介などのコーナー

が設けられ、大人から子どもまで楽しみながら、

健康に対する関心を高めることができました。

   健康な生活を目指して健康な生活を目指して 瀬戸内市健康フェスタ 2011瀬戸内市健康フェスタ 2011

　12 月 1 日、市民活動の拠点として瀬戸内市ま

ちづくりプラザ（邑久町豊原）が開設されました。

　これは、ＮＰＯ法人まちづかい塾、瀬戸内市、

瀬戸内市社会福祉協議会、市民活動団体などで構

成する「ゆにっと瀬戸内」が、岡山県新しい公共

の場づくりのためのモデル事業で取り組んだもの

です。2月 11 日（土）からは、市民の皆さんも

利用することができます。市民同士の交流、情報

交換、会議や市民活動団体の貸事務所などにぜひ

ご活用ください。なお当日は、利用開始記念イベ

ントを行います。詳細は本紙 16 ページのくらし

の情報をご覧ください。

    市民活動の拠点に市民活動の拠点に 瀬戸内市まちづくりプラザを開設

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

9     2012.2

　11 月 3日から 6日にかけて、寒風陶芸会館（牛

窓町長浜）とその周辺で、寒風陶芸まつりが開催

されました。

　来場者は寒風陶芸の里の作家 16 人の焼き物と

花のコラボレーション展示を楽しんでいました。

　平成 20 年に完成した備前焼作家・森陶岳氏の

「寒風新大窯」見学では、参加者は長さ 85㍍の大

窯の周囲を見学したほか、ビデオで築窯の様子を

見たり、平成 27 年の火入れを目指している窯詰

めについて説明を受けました。

　また「被災地支援やきものバザール」や、干支

「龍」の絵付け体験なども行われました。

   「見て」「体験して」「感じた」「見て」「体験して」「感じた」 寒風陶芸まつり寒風陶芸まつり

特別展「時を超えて咲く、陶と花」（左下）／  「寒風新大窯」見学（右上）

足の健康チェックとフットケア（左上）／  会場にも笑顔があふれた講演会（右下）

　12 月 16 日から、瀬戸内市立美術館ギャラリー

で「クリスマスに恐竜がやってきた！」を開催し

ました。最終日の 25 日に行った林原自然科学博

物館の鍔
つばもと

本武久氏を講師に迎えてのワークショッ

プ「めざせ恐竜博士」に多数の子どもたちが参加。

　鍔本氏は、動植物が死んでも化石になるのはご

く一部であることや、モンゴル国南部のゴビ砂漠

での発掘調査の様子などを説明。

　特別展示・ダイノパーツラボで展示しているい

ろいろな恐竜の「頭」「胴体」「足」「しっぽ」な

どについての解説も行われ、子どもたちは熱心に

恐竜の骨格模型などを観察していました。

 クリスマスに恐竜がやってきた！  恐竜のことを知ろう恐竜のことを知ろう

瀬戸内市まちづくりプラザの外観（右下）／  手作り作品の展示販売コーナー（左上）

cover photograph 

１月８日、市成人式がゆめトピア長船で開催され、新成人
309人が出席しました。式典では、新成人を代表して松本
優
ゆ か

花さん（邑久町虫明）が「今日までわたしたちを支えて
くださった方々への感謝の気持ちを忘れることなく、これ
からの人生において、強い気持ちを持ち、夢に向かって歩
んでいきます」と誓いの言葉を述べました。式典後は、各
地域に分かれて記念行事へ参加。久しぶりに会った友人や
恩師との旧交を温めるとともに、中学校時代のビデオの上
映やビンゴゲームなどで盛り上がりました。

今
月月
のの表

紙
表
紙

カキの味噌汁は大人気（左下）／カキの保存方法などを尋ねる来場者（右上）

　11 月 23 日、道の駅黒井山グリーンパーク内の

邑久町漁協直売所で邑久町漁協かきの日イベント

が開催されました。

　このイベントは、全国漁業協同組合連合会が、

栄養分豊富なカキを食べ、日ごろの疲れをいやし

てもらうために勤労感謝の日を「カキの日」と定め

ているのに合わせて毎年開催されているものです。

　会場では、殻付きカキやむき身のカキなどが販

売され、市価と比べて割安とあって、飛ぶように

売れました。また、カキの味噌汁や蒸しガキがふ

るまわれた無料試食コーナーは、長蛇の列。多く

の人が冬の味覚を味わいました。

    旬の味覚を味わいました旬の味覚を味わいました　邑久町漁協かきの日イベント

鍔本氏の解説に聞き入る子どもたち

まちの話題.indd   10-11 2012/01/26   15:02:15



　

13
歳
未
満
の
子
ど
も
が
自
転
車

を
運
転
す
る
際
に
は
、保
護
者
は
、

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
せ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
警
察
署

　

全
国
で
は
、
年
間
５
万
件
以
上

の
火
災
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の

半
数
以
上
を
建
物
火
災
が
占
め
て

い
ま
す
。
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

は
、
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
数
の

約
９
割
に
上
り
、
そ
の
う
ち
約
６

割
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

　

住
宅
防
火
を
行
う
た
め
に
は
、

家
族
全
員
の
心
掛
け
と
日
々
の
実

践
が
大
切
で
す
。

【
防
火
対
策
①
た
ば
こ
】

　

た
ば
こ
の
火
は
７
０
０
〜

８
０
０
℃
の
高
温
で
す
。
火
を
消

し
た
つ
も
り
で
も
完
全
に
消
え
て

い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
を

掛
け
る
な
ど
し
て
、
確
実
に
消
え

た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
防
火
対
策
②
ス
ト
ー
ブ
】

　

カ
ー
テ
ン
や
洗
濯
物
が
ス
ト
ー

ブ
に
触
れ
て
火
災
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
カ
ー
テ
ン
や
家
具
な

ど
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
で
使
用

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
防
火
対
策
③
ガ
ス
コ
ン
ロ
】

　

台
所
で
の
火
災
原
因
で
最
も
多

い
の
が
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
す
。
電
話

や
来
客
な
ど
で
調
理
中
に
台
所
を

離
れ
る
と
き
に
は
、
必
ず
火
を
消

し
ま
し
ょ
う
。

【
防
火
対
策
④
電
気
器
具
】

　

電
気
器
具
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
、

ほ
こ
り
が
た
ま
り
、
発
熱
し
て
火

災
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
見
え
な
い
場
所
も
定
期
的
に

掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。
コ
ン
セ
ン

ト
の
た
こ
足
配
線
も
発
熱
の
原
因

と
な
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

【
防
火
対
策
⑤
住
宅
用
火
災
警
報
器
】

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

て
、
大
切
な
家
族
を
火
災
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
予
防
課

　

場
合

②
車
道
は
左
側
を
通
行

　

自
転
車
は
、
車
道
の
左
側
部
分

の
左
側
端
を
通
行
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
路
側
帯
を

通
行
す
る
場
合
に
は
、
車
道
の
右

側
部
分
を
通
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
す
ぐ
に
徐
行
に
移
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
速
さ
で
通
行

す
る
な
ど
、
歩
行
者
の
通
行
を
妨

げ
な
い
よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道

　
寄
り
を
徐
行

　

や
む
を
得
ず
歩
道
を
通
行
す
る

場
合
に
は
、
歩
行
者
を
優
先
し
、

歩
道
の
中
央
か
ら
車
道
寄
り
の
部

分
を
徐
行
し
て
進
行
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　

運
転
す
る
際
に
は
、
次
の
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

・
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進

　

の
禁
止

　

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

　

・
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時

　

停
止
・
安
全
確
認

　

・
運
転
中
の
携
帯
電
話
・
傘
さ
し

　

運
転
の
禁
止

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　

自
転
車
は
、
児
童
・
幼
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
い
層
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
が
関
連
し
た
交
通
事
故

は
、
人
身
交
通
事
故
の
約
２
割
を

占
め
て
お
り
、
ま
た
、
自
転
車
の

交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
違
反
に
対

す
る
批
判
の
声
は
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
自
転
車
も
自
動
車
と
同
じ
車

両
の
仲
間
で
す
。

　

次
の
「
岡
山
県
自
転
車
安
全
利

用
５
則
」
を
守
っ
て
安
全
な
運
転

を
心
掛
け
、
交
通
事
故
の
加
害
者

に
も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

【
岡
山
県
自
転
車
安
全
利
用
５
則
】

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩

　
道
は
例
外

　

自
転
車
は
、
原
則
と
し
て
車
道

を
通
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
次
の
場
合
に
は
、

例
外
的
に
歩
道
を
通
行
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

・
道
路
標
識
や
道
路
標
示
に
よ
っ

　

て
歩
道
を
通
行
で
き
る
こ
と
と

　

さ
れ
て
い
る
場
合

　

・
13
歳
未
満
の
子
ど
も
や
、
70
歳

　

以
上
の
高
齢
者
、
車
道
通
行
に

　

支
障
が
あ
る
身
体
障
害
者
が
運

　

転
す
る
場
合

　

・
車
道
や
交
通
の
状
況
に
照
ら
し

　

て
自
転
車
の
通
行
の
安
全
を
確

　

保
す
る
た
め
に
や
む
を
得
な
い

守
ろ
う
！

　
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル

警警
察察
安
全全
情情
報

  

家
族
で
見
直
そ
う

 

わ
が
家
の
防
火
対
策

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

　

今
回
は
、
昨
年
の
11
月
か
ら
開

始
し
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の

古
紙
定
期
回
収
に
つ
い
て
、
回
収

さ
れ
た
古
紙
が
ど
の
よ
う
な
流
れ

で
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
の
か

を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
古
紙
を
、
新
聞
紙
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
、紙
パ
ッ
ク
、雑
誌・

ざ
つ
紙
の
４
種
類
に
分
類
し
て
回

収
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
こ

れ
ら
の
古
紙
が
再
生
紙
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
る
ま
で
の
旅
の
様
子
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
家
庭
か
ら
出
た
古
紙
は
、
種
類

　

ご
と
に
分
別
し
て
ご
み
ス
テ

　

ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
ま
す
（
写

　

真
Ａ
）。

②
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
回
収

　

さ
れ
た
古
紙
は
、
製
紙
会
社
に

　

引
き
渡
さ
れ
ま
す
。

③
製
紙
会
社
の
工
場
で
、
古
紙
を

　

溶
か
し
て
紙
の
原
料
を
作
り
ま

　

す
。
こ
の
過
程
で
不
純
物
は
取

　

り
除
か
れ
ま
す
（
写
真
Ｂ
）。

④
③
で
で
き
た
原
料
を
何
層
に
も

　

重
ね
て
圧
着
し
、
乾
燥
さ
せ
水

　
分
を
取
り
除
き
ま
す（
写
真
Ｃ
）。

⑤
裁
断
し
、
大
き
さ
を
そ
ろ
え
た

　

も
の
が
再
生
紙
と
し
て
販
売
さ

　

れ
ま
す
（
写
真
Ｄ
）。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
再
生

紙
は
、
皆
さ
ん
の
手
元
に
返
っ
て

き
ま
す
。
不
要
に
な
っ
た
古
紙

は
、
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
す
の

で
は
な
く
、
資
源
と
し
て
再
利
用

す
る
た
め
、
き
ち
ん
と
分
別
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、再
生
紙
を
作
る
過
程
で
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
混
ざ
っ
て
い

る
と
、
品
質
に
大
き
く
影
響
し
て

し
ま
い
ま
す
。
特
に
ざ
つ
紙
を
回

収
す
る
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
が
混
入
し
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
紙
製
品
】

　

　

ぬ
れ
た
（
汚
れ
た
）
紙
、写
真
、

一
部
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
用
紙
や
レ
シ
ー
ト

な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
感
熱

紙
、カ
ー
ボ
ン
紙
、圧
着
は
が
き
、

金
色
や
銀
色
の
紙
（
ガ
ム
の
包
み

紙
や
た
ば
こ
の
内
包
紙
）、紙
コ
ッ

プ
な
ど
の
防
水
（
ワ
ッ
ク
ス
）
加

工
品
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や

キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
柔
ら

か
い
紙
、
紙
お
む
つ
な
ど
。 

　

ま
た
、
市
の
定
期
回
収
だ
け
で

な
く
、
地
域
団
体
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

が
実
施
す
る
資
源
ご
み
回
収
（
い

わ
ゆ
る
廃
品
回
収
）
も
積
極
的
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

実
施
団
体
に
市
か
ら
交
付
さ
れ

ごみ減量速報

地域 23年 10 ～ 12 月 22 年 10 ～ 12 月 達成度
牛窓 774 738 ×

邑久 838 811 ×

長船 677 639 ×

　市では、資源ごみ回収推進団体を対象と
して、古紙類と繊維類（古布）の回収量に
応じて報奨金を交付しています（１㌔あた
り10円）。
　資源ごみ回収推進団体とは、市に登録し、
４月から翌年３月までに、２回以上資源化
物回収を実施している団体です。登録でき
るのは、ＰＴＡ、子ども会、老人クラブ、
コミュニティ組織（自治会）などの営利を
目的としない市民団体です。
　今回の「ごみダイエット通信」では、来
年度登録を予定している団体向けの説明会
の日程などを紹介しています。本紙に折り
込みの緑色のチラシをぜひご覧ください。

リ
サ
イ
ク
ル
追
跡
シ
リ
ー
ズ
第
三
弾
！

「
古
紙
」
の
旅

※数値は、１人１日あたりのごみ排出量の３
　カ月平均値です。
※達成度は、減量率 5％以上を◎、０～ 5％　
     を○、減量できなかった場合を×で表して  
     います。

る
報
奨
金
は
、
資
源
ご
み
を
売
却

し
た
収
益
と
と
も
に
実
施
団
体
の

活
動
資
金
と
な
り
、
地
域
に
還
元

さ
れ
て
い
ま
す
。
回
収
日
程
や
品

目
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

Ａ 分別された古紙 ／ Ｂ 溶かされる古紙

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ 原料を圧着する機械 ／ Ｄ でき上がった再生紙

Ｃ

単位：グラム



　
「
身し

ん

ど

ふ

じ

土
不
二
」
と
い
う
言
葉
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
れ
は
、「
人

の
身
体
は
、
住
ん
で
い
る
風
土
や

環
境
と
切
り
離
せ
な
い
。
地
元
の

旬
の
食
べ
物
や
伝
統
食
が
身
体
に

良
い
」と
い
う
意
味
の
言
葉
で
す
。

地
元
産
物
を
購
入
す
る
意
識

　

本
市
は
農
業
・
漁
業
が
盛
ん
な

こ
と
か
ら
、
直
売
所
や
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
新
鮮
な
地
元
産
の
食
材
を

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
若
い
世
代
で
の
地
元

産
物
の
購
入
意
識
は
低
く
、
平
成

22
年
度
に
行
っ
た
市
民
ま
ち
づ
く

り
意
識
調
査
で
も
、
地
元
産
か
ど

う
か
を
意
識
し
て
食
材
を
購
入
す

る
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
、
農

産
物
・
水
産
物
と
も
50
歳
代
以
上

で
は
約
70
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、

40
歳
代
以
下
で
は
約
50
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

体
と
環
境
に
や
さ
し
い
地
産
地
消

　

地
域
で
生
産
さ
れ
た
農
水
産
物

を
そ
の
地
域
で
消
費
す
る
「
地
産

地
消
」
は
、
流
通
過
程
が
短
い
の

で
、
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど

の
栄
養
素
の
損
失
が
少
な
く
、
体

に
必
要
な
栄
養
素
を
多
く
摂
取
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
新

鮮
な
う
ち
に
調
理
す
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
お
い
し
く
食
べ
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
食
事
は
お
い
し

く
食
べ
て
こ
そ
、
心
の
恵
み
と
な

り
、
そ
し
て
よ
り
良
く
消
化
・
吸

収
さ
れ
て
元
気
な
体
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
輸
送
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
に
も
つ
な

ダ
ー
を
参
考
に
、
地
元
産
の
旬
の

食
材
を
使
っ
た
郷
土
料
理
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
自
分
な
り
の
一

工
夫
を
加
え
て
み
る
の
も
楽
し
い

で
す
ね
。

　

地
域
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
食

に
関
わ
る
行
事
に
も
、
郷
土
料
理

を
取
り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

市
で
は
、
献
立
の
提
供
や
、
協

力
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
づ
く
り
推
進
課

野菜があと１品欲しいとき
や、ちょっとした酒のつま
みとして冷蔵庫に入れてお
けば、切ってタレをかける
だけですぐ間に合います。
中に巻く具は、家にあるも
のや好みのもので、さまざ
まに工夫して楽しんでみて
ください。

藤原笑子さん（瀬戸内市栄養委員会長船支部）です

キャベツは瀬戸内市の特産物です。
キャベツにはさまざまな抗酸化物質が含まれてい
て、免疫力を高める効果があります。抗酸化物質
の中には熱に弱いものがあるので、生で食べるの
が一番のおすすめです。
冬キャベツを丸のまま保存したいときは、芯を包
丁で切り抜き、水で湿らせたキッチンペーパーな
どを詰めてからポリ袋に入れ、冷蔵庫で保存しま
す。１日おきぐらいでキッチンペーパーを取り替
えると更に長持ちします。切ったものはラップで
しっかりと包み、冷蔵庫で保存してなるべく早く
食べましょう。

◆材料（４人分）
●キャベツの葉（6枚）
●しめじ（100g）
●もやし（100g）
Ａ
●酢（大さじ３）
●しょうゆ（大さじ 1/2）
Ｂ
●ショウガ汁（小さじ1）
●塩（少々）
Ｃ
●酢（大さじ２）
●しょうゆ（大さじ１）

●むきエビ（100g）
●酒（少々）

●砂糖（大さじ 2）

●ごま油（大さじ 1/2）
●こしょう（少々）

●砂糖（大さじ１）
●ごま油（少々）

が
り
、
環
境
に
も
や
さ
し
い
取
り

組
み
と
い
え
ま
す
。

郷
土
料
理
を
作
ろ
う

　

瀬
戸
内
市
に
は
、
ど
ど
め
せ
や

南
瓜
雑
煮
、
し
ら
も
や
い
げ
す
な

ど
の
海
藻
を
使
っ
た
料
理
、
魚
を

使
っ
た
か
け
飯
な
ど
、
郷
土
料

理
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
調
理
に
時
間
が
か
か
る
料
理

が
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
や
、
嗜
好
が
変
化
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
郷
土
料
理
を
作
る
人

が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

郷
土
料
理
は
、
地
元
で
た
く
さ

ん
と
れ
る
食
材
を
お
い
し
く
食
べ

る
た
め
に
考
え
ら
れ
た
料
理
で
、

栄
養
学
的
に
体
に
良
い
料
理
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
嗜
好

の
変
化
に
合
わ
せ
、
使
用
す
る
調

味
料
な
ど
を
変
え
て
引
き
継
が
れ

て
い
る
料
理
も
あ
り
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
郷

土
料
理
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め

に
、
家
庭
科
の
授
業
に
取
り
入
れ

て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
で
も
、
地
場
産
物
カ
レ
ン

◆作り方
①キャベツは堅めにゆで、ざるにあげて水気を
　切る。軸を薄くそぎ取り、Ａを振りかける。
②むきエビは背わたを取り、さっとゆでる。
③しめじは石づきを取って小房に分ける。ぬる
　ま湯でさっと洗って鍋に入れ、酒を振って炒
　る。もやしは根を取り、空炒りする。
④②と③を混ぜ、Ｂで下味をつける。
⑤①のキャベツの葉を広げ④をのせてしっかり
　と巻く。３㎝の厚さに切って器に盛り、混ぜ
　合わせたＣをかけていただく。

インフルエンザは、インフルエン
ザウイルスによる急性感染症で
流行性感冒（流感）とも呼ばれま
す。発病すると、高熱、筋肉痛な
どを伴う強い風邪症状があらわれ
ます。小児や高齢者、基礎疾患を
持った人では脳症や肺炎などの二
次感染により死亡することもあり
ます。流行期にはワクチンの予防接種をし、できるだ
け人ごみに出るのを避けましょう。外出時には、帰宅
後に手洗いやうがいをきちんと行なってください。ウ
イルス検査は、感染していても発熱直後は陽性には出
ませんので、半日後ぐらいに受診するようにしましょ
う。（内科医　白石高昌）
■問い合わせ先　瀬戸内市民病院

インフルエンザについて

～ ～ ～ ～ ～ ～ 

瀬戸内市の地場産物カレンダー

家庭科の授業でしらもあえづくり

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

出荷時期 旬（ピーク）



砥石城跡要図

巻
の
八
十
五

　

前
回
の
巻
の
八
十
四
で
は
戦
国

大
名
に
成
長
し
て
い
っ
た
宇
喜
多

氏
の
本ほ

ん
か
ん
ち

貫
地
と
な
っ
た
砥
石
城
を

巡
る
歴
史
や
大
賀
島
寺
と
の
ゆ
か

り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
今

回
は
『
邑
久
町
史
』
編へ

ん

纂さ
ん

事
業
で

判
明
し
た
成
果
を
基
に
砥
石
城
の

構
造
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

山
城
と
は

　

合
戦
で
勢
力
を
確
保
し
て
成
長

し
よ
う
と
す
る
者
の
登
場
に
よ
り

内
乱
が
頻ひ

ん
ぱ
つ発
す
る
南
北
朝
時
代
以

降
、
城
の
防
御
機
能
を
強
化
す
る

こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
見
晴
ら
し
が
効
き
近
寄
り

が
た
い
自
然
の
地
形
を
利
用
し

て
、
山
全
体
で
防
御
を
固
め
た

城
が
築
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
山
城
と
い
い
、
砥
石

城
も
山
城
の
一
つ
で
す
。

　

戦
国
時
代
で
も
15
世
紀
の
早
い

時
期
の
城
は
、
こ
う
し
た
山
城
が

多
く
、
平
地
に
築
か
れ
た
岡
山
城

の
よ
う
に
立
派
な
天て

ん
し
ゅ
か
く

守
閣
が
建

て
ら
れ
、
高
い
石
垣
が
築
か
れ
る

よ
う
に
な
る
の
は
、
16
世
紀
の
後

半
以
降
で
す
。

砥
石
城
っ
て
ど
ん
な
城

　

砥
石
城
は
、
千
町
平
野
の
南
に

張
り
出
し
た
標
高
１
０
１・
１
㍍

（
ふ
も
と
か
ら
の
比
高
は
約
96
㍍
）

の
砥
石
山
と
そ
の
西
側
の
二
つ
の

丘
陵
の
尾
根
筋
に
築
か
れ
た
「
連れ

ん

郭か
く

式
」
の
山
城
で
す
。

　

東
側
の
砥
石
山
の
山
頂
に
郭か
く
・

曲く
る
わ輪
と
呼
ば
れ
る
長
さ
45
㍍
×
最

大
幅
19
㍍
の
細
長
い
平
坦
部
を
削

り
出
し
本ほ
ん
ま
る丸
の
主し
ゅ
か
く郭
と
し
、
東
西

の
端
に
は
野の
づ
ら
づ
み

面
積
の
石
垣
が
積
ま

れ
て
い
ま
す
。
主
郭
の
北
側
に
４

段
、
南
側
に
１
段
の
曲
輪
を
構
え

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
主
郭
か
ら
北
東
方
向

に
下
が
っ
た
尾
根
筋
に
９
段
か
ら

な
る
出で

く
る
わ
曲
輪
で
大
手
筋
を
防
御
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
本
丸
は

南
北
約
３
０
０
㍍
か
ら
な
る
縄
張

り
で
城
郭
を
固
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
本
丸
か
ら
谷
を
隔
て
て

西
２
０
０
㍍
の
標
高
１
０
７
・
２

㍍
の
丘
陵
は
砥
石
城
の
出で

ま
る丸
（
出

城
）
と
呼
ば
れ
、
尾
根
の
基
部
近

く
を
切
っ
て
堀
に
す
る
「
堀ほ
り
き
り切

」

を
備
え
、頂
部
を
出
丸
主
郭
と
し
、

南
北
26
㍍
×
東
西
18
㍍
の
平
坦
面

の
南
・
東
・
西
辺
の
一
部
に
土ど
る
い塁

を「
コ
」字
状
に
築
い
て
い
ま
す
。

今月の月末図書整理日 （お休み） は、

　　2月 29 日（水）です。

■貸し出し ・ 問い合わせ先

　瀬戸内市立図書館　☎０８６９ - ２２ - ３７６１

　長船町公民館図書室　☎０８６９ - ２６ - ２５０１

　牛窓町公民館図書室　☎０８６９ - ３４ - ５６６３

　ＨＰ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/index.htm

BooKs

指
の
運
動
が
で
き
て
、
脳
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

興
味
を
お
持
ち
の
人
は
、
い
つ

で
も
見
学
、
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

　

・
中
央
公
民
館

　

毎
月
第
２・
４
水
曜
日

　

・
長
船
町
公
民
館

　

毎
月
第
１・３
水
曜
日

　

・
牛
窓
町
公
民
館
鹿
忍
分
館

　

毎
月
第
２・
４
金
曜
日

　

そ
れ
ぞ
れ
午
前
９
時
30
分
〜
午

前
11
時
30
分

▽
参
加
費　

月
２
、０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
・
冷
暖
房
代
別
途

▽
持
ち
物　

　

ノ
ー
ト
・
筆
記
用
具

※
キ
ー
ボ
ー
ド
の
持
ち
込
み
も
で

　

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

松
下
薫
さ
ん

　

☎
０
８
６
９-

２
４-

０
９
７
６

幕
末
の
浮
世
絵
師
と
、
現
代
の
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
集
。
ハ
ッ
と
驚
く
だ
ま
し

絵
、
さ
か
さ
絵
、
影
絵
な
ど
、
時
に
は
本
を
ひ
っ
く

り
返
し
た
り
、
10
円
玉
を
重
ね
た
り
し
て
、
不
思
議

な
絵
の
世
界
を
楽
し
め
ま
す
。

歌
川
国
芳
×
伊
藤
文
人
あ
そ
び
絵
く
ら
べ

　

伊
藤
文
人
…
作
・
文　
　

東
京
美
術
…
出
版
社

おやすみをいうまえに
　エリシャ・クーパー…作　山本象…訳
　バベルプレス…出版社
夕暮れの道を、お父さんが小さな娘と散歩に出か
けます。近所の人や風景を眺めながらゆっくりと。
徐々に夕闇が濃くなり、月が昇り、ゆったりとし
た時間の流れを感じられます。おやすみ前にお父
さんに読んで欲しい１冊。

　

史
跡
な
ど
を
歩
い
て
巡
り
、
地

域
の
良
さ
や
魅
力
を
再
発
見
す
る

「
地
域
再
発
見
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」。

　

平
成
23
年
11
月
に
は
、
砥
石
城

跡
な
ど
で
実
施
し
ま
し
た
。
２
月

は
長
船
、
３
月
は
牛
窓
で
行
い
ま

す
。
講
師
に
よ
る
解
説
も
あ
り
ま

す
。
事
前
に
申
し
込
み
の
上
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

歩
き
や
す
い
服
装
と
履
き
慣
れ

た
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

参
加
費
は
３
０
０
円
（
年
間
登

録
料
）
で
す
。
中
学
生
以
下
は
無

料
で
す
。

【
長
船
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
】

▽
日
時　

２
月
25
日
（
土
）　

午

　

前
９
時
〜
正
午
（
小
雨
決
行
）

▽
集
合
場
所　

靭
負
神
社
（
天
王

　

社
）
北
側
駐
車
場
（
国
道
２
号

　
線
南
側
）　

午
前
８
時
50
分
集
合

▽
コ
ー
ス　

備
前
長
船
刀
剣
博
物

　

館
・
靭
負
神
社
（
天
王
社
）・

　

坂
根
堰
な
ど

　
（
瀬
戸
内
市
長
船
町
〜
備
前
市

　

方
面
）

▽
持
ち
物　

タ
オ
ル
・
雨
具
（
小

　

雨
の
と
き
）　

な
ど

▽
申
込
期
限　

２
月
22
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　

中
央
公
民
館

【
牛
窓
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
】

▽
日
時　

３
月
３
日
（
土
）　

午

　

前
９
時
20
分
〜
午
後
３
時
（
小

　

雨
決
行
）

▽
集
合
場
所　

瀬
戸
内
市
立
美
術

　
館
駐
車
場　

午
前
９
時
20
分
集
合

▽
コ
ー
ス　

千
手
山
弘
法
寺
・
東

　

寿
院
・
千
手
山
大
門
な
ど

▽
持
ち
物　

弁
当
・
飲
み
物
・
タ

　

オ
ル
・
雨
具
（
小
雨
の
と
き
）

▽
申
込
期
限　

３
月
１
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　

牛
窓
町
公
民
館

 
中
高
年
か
ら
始
め
る

 

「
ら
く
ら
く
ピ
ア
ノ
」
講
座

　

市
内
の
各
公
民
館
で
「
ら
く
ら

く
ピ
ア
ノ
」
講
座
を
開
講
し
て
い

ま
す
。

　

中
高
年
の
ピ
ア
ノ
初
心
者
が
集

い
、
互
い
の
演
奏
を
聴
き
、
励
ま

し
合
っ
て
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

楽
譜
が
読
め
な
く
て
も
簡
単
に

演
奏
で
き
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら

 

地
域
再
発
見
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

主
郭
に
続
く
北
西
方
向
の
２
段
の

曲
輪
は
自
然
の
地
形
を
巧
み
に
利

用
し
出
丸
主
郭
を
谷
筋
か
ら
の
攻

め
に
対
し
て
固
め
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
尾
根
の
北
側
に
向
か
い
９
段

の
曲
輪
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

　

一
見
す
る
と
た
だ
の
山
と
し
か

見
え
な
い
砥
石
城
跡
で
す
が
、
実

際
に
足
を
運
び
、
千
町
平
野
を
望

み
な
が
ら
、
砥
石
城
を
築
城
し
戦

国
大
名
と
な
っ
た
宇
喜
多
氏
に
思

い
を
巡
ら
せ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

【
参
考
文
献
】

　

・『
邑
久
町
史
考
古
編
』
平
成
18
年

のんびりと史跡を歩いて巡ります

砥石城跡全景（中央が本丸、右が出丸）

本丸

出丸

砥石城跡

登山口

堀切

登山口

登山口

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ



※
休
館
日
は
、毎
週
月
曜
日
で
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
入
館
料　
大
人
５
０
０（
４
０
０
）

　

円
、高･
大
学
生
３
０
０（
２
５
０
）

　

円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料

　

金
で
す
。

【
関
連
行
事
】　

　

①
公
開
古
式
鍛
錬

　

古
式
に
よ
る
日
本
刀
鍛
錬
風
景

を
公
開
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
12
日
（
日
）
午
前

　

11
時
〜
・
午
後
２
時
〜
（
各
１

　

時
間
）

▽
観
覧
料　
無
料（
入
館
料
は
必
要
）

②
日
本
刀
手
入
れ
講
習
会

　

日
本
刀
の
手
入
れ
の
方
法
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
26
日
（
日
）

　

午
前
11
時
〜
（
１
時
間
）

▽
受
講
料　
無
料（
入
館
料
は
必
要
）

③
小
刀
製
作
講
座

　

刀
匠
の
指
導
に
よ
り
玉
鋼
を
材

料
に
し
た
小
刀
を
製
作
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
４
日
（
土
）、
18
日

　
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
受
講
料　

１
２
、０
０
０
円（
材

　

料
費
・
入
館
料
を
含
む
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

　

☎
０
８
６
９-

６
６-

７
７
６
７ 

 

市
民
同
士
の
交
流
の
場
所

 

瀬
戸
内
市
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ

　

瀬
戸
内
市
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ

が
、
２
月
11
日
（
土
）
か
ら
市
民

の
皆
さ
ん
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
市
民
同
士
の
交
流
、
情
報
交

▽
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ

　

☎
０
８
６
９-

２
４-

１
６
６
６

 

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

 

長
船
美
し
い
森
感
謝
の
つ
ど
い

　

森
林
を
、
適
切
に
管
理
し
次
世

代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に

は
、
森
林
の
重
要
性
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
な
が
ら
、
森
林
を
守
り

育
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
び
、「
長
船
美
し
い
森
」

に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

森
づ
く
り
活
動
と
木
製
遊
具
の
塗

装
な
ど
、
森
を
育
て
、
森
の
恵
み

に
感
謝
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
な
お
事
前
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

▽
日
時　

２
月
26
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

長
船
美
し
い
森
（
長
船

　

町
磯
上
３
０
７
６-

１
）

▽
内
容

　

・
シ
イ
林
の
除
伐
作
業

　

・
樹
木
の
名
札
付
け

　

・
木
製
遊
具
な
ど
の
塗
装

　

・
原
木
し
い
た
け
の
植
菌
体
験

※
天
候
な
ど
に
よ
り
内
容
を
変
更

くらしの情報

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
邑
久
町
豊
原
５
３
７-

２

　

瀬
戸
内
市
振
興
公
社

　
☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
４
４

 

毎
月
１
回
開
催
し
ま
す

 

牛
窓
ど
ん
と
こ
い
祭

　

瀬
戸
内
ま
ち
お
こ
し
委
員
会
で

は
、
毎
月
１
回
、
牛
窓
ど
ん
と
こ

い
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ル
内
で
は
、
絵
画
の
展
覧

会
、
歌
、
楽
器
の
演
奏
、
紙
芝
居

な
ど
の
催
し
物
を
行
う
ほ
か
、
駐

車
場
で
は
青
空
市
を
行
い
、
瀬
戸

内
市
産
の
野
菜
、地
域
の
特
産
品
、

軽
食
の
販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

２
、３
月
の
開
催
日
と
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
催
し
物
を
し
た
い
人
や
青

空
市
の
出
店
者
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
出
店
料
は
無
料
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
５
日
（
日
）、
３

　

月
11
日
（
日
）（
雨
天
決
行
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

▽
場
所　

牛
窓
オ
ブ
ジ
ェ
ホ
ー
ル

　
（
牛
窓
町
牛
窓
22-

１
）

▽
内
容

　

・
桃
井
国
志
さ
ん
の
画
文
展
と
ギ
タ

　

ー
の
弾
き
語
り　

午
前
11
時
〜

　

・
阿
波
踊
り
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

　

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

　
（
売
上
金
を
東
日
本
大
震
災
で

　

親
を
失
っ
た
子
ど
も
を
支
援
す

　

る
団
体
に
寄
付
し
ま
す
。
出
品

　

物
の
寄
付
も
随
時
受
け
付
け
て

　

い
ま
す
。）

　

・
青
空
市
（
野
菜
、
花
、
焼
き
そ

　

ば
、
肉
ま
ん
な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
ま
ち
お
こ
し
委
員
会　

　

井
上
さ
ん

　

☎
０
８
０-

６
３
１
０-

３
４
３
４

 

市
民
大
学
講
座
で
学
び
ま
せ
ん
か

 

せ
と
う
ち
村
塾

　

せ
と
う
ち
村
塾
の
市
民
大
学
講

座
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

ガ
ラ
ス
作
家
の
有
松
啓
介
氏
を

講
師
に
招
き
、「
ガ
ラ
ス
作
品
の

作
り
方
」
と
題
し
て
、「
ガ
ラ
ス
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
基
本

的
な
疑
問
に
つ
い
て
の
考
察
、
さ

ま
ざ
ま
な
ガ
ラ
ス
工
芸
技
法
と
吹

き
ガ
ラ
ス
を
中
心
と
し
た
自
身
の

作
家
活
動
や
作
品
制
作
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。
事
前
申
込
は

不
要
で
す
。

▽
日
時　

２
月
12
日
（
日
）　

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
会
費　
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

せ
と
う
ち
村
塾　

今
吉
さ
ん

　

☎
０
８
０-

３
８
８
８-

８
５
０
２

 

改
定
さ
れ
ま
し
た

 

岡
山
県
特
定
最
低
賃
金

　

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃

金
法
に
基
づ
い
て
国
が
賃
金
の
最

低
限
度
を
定
め
、
使
用
者
は
、
そ

の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労

働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
る
制
度
で
す
。

　

最
低
賃
金
に
は
、
県
内
の
す
べ

て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適

用
さ
れ
る
「
岡
山
県
最
低
賃
金
」

の
ほ
か
に
、
特
定
の
産
業
の
労
働

者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る

「
特
定
最
低
賃
金
」
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
表
に
掲
げ
る
産
業
の
事
業

場
は
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
特
定

最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

18
歳
未
満
ま
た
は
65
歳
以
上
の

人
や
、
雇
入
れ
後
６
月
未
満
の
人

で
あ
っ
て
技
能
習
得
中
の
人
（
た

換
、
会
議
な
ど
の
場
所
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、会
員
登
録
し
た
団
体
は
、

有
料
で
印
刷
機
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

の
機
材
や
、
貸
し
ロ
ッ
カ
ー
、
貸

し
郵
便
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
民
活
動

団
体
の
会
員
・
参
加
者
募
集
な
ど

の
相
談
窓
口
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
小
さ
な
子
ど
も
が
遊
べ
る
場
所

　

も
準
備
し
て
い
ま
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

　

９
時
（
希
望
に
よ
り
延
長
可
）

※
休
館
日
は
、
毎
週
火
曜
日
、
第   

　
５
月・水
曜
日
、年
末
年
始
で
す
。

▽
場
所　

邑
久
町
豊
原
99-

８

　
（
Ｊ
Ａ
岡
山
邑
久
支
所
向
か
い
）

　

次
の
と
お
り
利
用
開
始
記
念
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
利
用
開
始
記
念
イ
ベ
ン
ト
】

▽
日
時　

２
月
11
日
（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

▽
内
容

　

・
プ
ラ
ザ
の
施
設
紹
介

　

・
腹
話
術
と
手
品
「
シ
ョ
ウ
ち
ゃ

　

ん
と
遊
ぼ
う
」

　

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

・
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

 

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
テ
ー
マ
展

 

「
金
」
へ
ん
の
つ
く
漢
字
と
日
本
刀

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、

テ
ー
マ
展
『「
金
」
へ
ん
の
つ
く

漢
字
と
日
本
刀
』
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

日
本
刀
の
原
材
料
は
鋼
で
あ

り
、鍛
錬
に
よ
り
強き

ょ
う
じ
ん靱
さ
を
備
え
、

焼
き
入
れ
に
よ
り
刀
身
に
は
金

属
の
結
晶
で
あ
る
錵に

え

が
つ
き
、
華

麗
な
刃
文
が
現
れ
ま
す
。
ま
た
、

銅
、
銀
、
金
な
ど
を
使
用
し
た
鎺は

ば
き

と
い
う
金
具
に
よ
っ
て
刀
身
を
鞘

の
中
で
固
定
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
刀
を
説
明
す

る
文
章
に
は
、「
金
」
へ
ん
の
つ

く
漢
字
が
た
く
さ
ん
使
わ
れ
ま

す
。今
回
の
テ
ー
マ
展
で
は
、「
金
」

へ
ん
の
つ
く
漢
字
の
紹
介
と
と
も

に
初
公
開
の
作
品
を
含
む
日
本
刀

38
口
を
展
示
し
ま
す
。

▽
期
間　

２
月
26
日
（
日
）
ま
で

　

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
参
加
費　

無
料

▽
持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
作

　

業
が
で
き
る
服
装
（
汚
れ
て
も

　

良
い
も
の
）

▽
申
込
期
限　

　

２
月
17
日
（
金
）
午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

岡
山
県
備
前
県
民
局
森
林
企
画
課

　

☎
０
８
６-

２
３
３-

９
８
３
３

 

職
員
を
募
集
し
ま
す

 

瀬
戸
内
市
振
興
公
社

　

瀬
戸
内
市
振
興
公
社
で
は
、
次

の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
採
用
人
数　

１
名

▽
採
用
年
月
日　

平
成
24
年
４
月 

　

１
日

▽
応
募
資
格　
　

　

　

瀬
戸
内
市
の
農
業
振
興
に
熱
意

を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
人

※
定
年
は
60
歳
で
す
。

▽
応
募
期
間　

　

２
月
１
日
（
水
）
〜
29
日
（
水
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
提
出
書
類
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

備前長船刀剣博物館テーマ展

だ
し
「
鉄
鋼
業
」「
自
動
車
・
同

附
属
品
製
造
業
」「
船
舶
製
造
・

修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業
」
に

つ
い
て
は
雇
入
れ
後
３
月
未
満
の

人
で
あ
っ
て
、
技
能
習
得
中
の

人
）、
清
掃
ま
た
は
片
付
け
の
業

務
に
主
と
し
て
従
事
す
る
人
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
10
月
27
日
発

効
の
岡
山
県
最
低
賃
金
６
８
５
円

が
適
用
さ
れ
ま
す
。　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
８
６-

２
２
５-

２
０
１
４

岡山県特定最低賃金

業種 時間額   　　　　　 発効日

鉄鋼業 822 円 平成 23 年 12 月 10 日

耐火物製造業 808 円

平成 23 年 12 月 15 日自動車・同附属品製造業 790 円

船舶製造・修理業、舶用機関製造業 821 円

一般機械器具等製造業 802 円
平成 23 年 12 月 18 日

電気機械器具等製造業 738 円

各種商品小売業 747 円 平成 23 年 12 月 21 日

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ



　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
２
１
１

 

当
日
も
参
加
を
受
け
付
け
ま
す

 

瀬
戸
内
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　　

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
、
第
７
回
瀬
戸
内
市
健
康
マ

ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
（
ラ
ン
ニ

ン
グ
部
門
１・
８
㌔
・
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
部
門
１・
２
㌔
）
は
当
日

も
参
加
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
19
日
（
日
）

※
雨
天
決
行
（
荒
天
中
止
）

▽
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
前
９
時

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
の
み
午
前

　

11
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

▽
開
会
式　

午
前
９
時
10
分
〜

▽
場
所　

邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公
園
野

　

球
場

▽
参
加
費　
５
０
０
円
も
し
く
は

　
７
０
０
円
（
参
加
す
る
コ
ー
ス

　

に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
は
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

瀬
戸
内
市
体
育
協
会
事
務
局

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
２
１
１

 

募
集
し
ま
す

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
学
生　

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
学
生
や
受

講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
学

資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学

園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
無
料
の
案
内

書
・
願
書
を
請
求
し
て
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
広
域
通
信
制
高
等
学
校
普
通
科
】

▽
内
容　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
放

　

送
を
利
用
し
、
３
年
間
で
高
校

　

卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

　
登
校
は
月
１
回
か
ら
２
回
で
す
。

▽
願
書
受
付
期
限　

　

４
月
20
日
（
金
）（
必
着
）

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
攻
】

▽
内
容　

幅
広
い
知
識
を
持
ち
、

　

自
ら
主
体
的
に
適
切
な
支
援
が

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
10
日
（
土
）

　

午
後
１
〜
５
時

▽
場
所　

岡
山
県
立
図
書
館

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
立
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
第

　

二
課
社
会
科
学
班

　

☎
０
８
６-

２
２
４-

１
２
８
６

　

岡
山
県
産
業
振
興
財
団

　

☎
０
８
６-

２
８
６-

９
７
０
４

 

就
職
を
目
指
す
若
者
を
支
援

 

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

お
か
や
ま
若
者
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
就
職
活
動
を
し
て
い
る

若
者
が
、
就
職
に
向
け
て
の
各
種

サ
ポ
ー
ト
を
１
カ
所
で
ま
と
め
て

受
け
ら
れ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
若
者
が
自
分

の
将
来
を
見
い
だ
し
、
安
定
し
た

職
業
に
就
け
る
よ
う
就
職
支
援
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

受
講
料
は
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
21
日
（
火
）、

　

３
月
13
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　
第
一
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル

くらしの情報

の
主
催
で
「
牛
窓
冬
の
味
覚
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
４
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
（
売
り
切
れ

　

次
第
終
了
）

▽
場
所　

牛
窓
町
漁
業
協
同
組
合 

　
（
牛
窓
町
牛
窓
３
９
０
９-

１
）

▽
内
容

　

・
新
鮮
な
地
魚
、
カ
キ
の
販
売

　

・
魚
介
類
を
使
っ
た
惣
菜
の
販
売

　

　

・
カ
キ
大
鍋
汁
の
無
料
配
布
（
先

　

着
１
０
０
人
）

　

・
格
安
で
殻
付
き
カ
キ
詰
め
放
題

　
（
先
着
２
０
０
人
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

牛
窓
町
漁
業
協
同
組
合

　

☎
０
８
６
９- 

３
４- 

３
０
６
５

 

登
録
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

 

農
耕
作
業
用
自
動
車
は
課
税
対
象

　

コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
で
乗
用
装
置
の
あ
る
農
耕
作
業

用
自
動
車
は
、
道
路
を
走
行
す
る

し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
小
型
特

殊
自
動
車
と
し
て
、
軽
自
動
車
税

の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

税
額
は
、
年
間
で
１
、６
０
０

円
で
す
。

　

農
耕
作
業
用
自
動
車
を
取
得
し

た
と
き
は
、
税
務
課
、
各
支
所
、

ま
た
は
出
張
所
で
登
録
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
届
け
出
に
必
要
な
も
の

　

・
印
鑑

　

・
販
売
証
明
書
な
ど
の
車
名
、
車

　

体
番
号
が
分
か
る
も
の

■
問
い
合
わ
せ
・
届
出
先

　

税
務
課　
　

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

 

中
国
残
留
邦
人
等
老
齢
基
礎
年
金

　

60
歳
以
上
の
永
住
帰
国
し
た
中

国
残
留
邦
人・樺
太
残
留
邦
人
に
、

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
支
給
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
20

年
１
月
１
日
時
点
で
一
定
の
要
件

に
当
て
は
ま
っ
て
い
た
人
は
、
平

成
24
年
12
月
31
日
が
申
請
の
締
め

切
り
日
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
を
済
ま
せ
て
い
な
い
人

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
中
国
語
に
よ
る
問
い
合
わ

せ
に
も
対
応
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

厚
生
労
働
省
中
国
孤
児
等
対
策
室

　

☎
０
３-

５
２
５
３-

１
１
１
１

　
（
内
線
３
４
６
８
）

 

報
告
が
必
要
で
す

 

愛
玩
鶏
・
山
羊
な
ど
の
飼
養
者　

　
「
家
畜
伝
染
病
予
防
法
」
の
改

正
（
平
成
23
年
10
月
完
全
施
行
）

に
伴
い
、
次
の
家
畜
動
物
を
１
頭

ま
た
は
１
羽
で
も
飼
養
し
て
い
る

飼
養
者
は
、
県
へ
飼
養
状
況
の
報

告
（
毎
年
１
回
、
２
月
１
日
現
在

の
飼
養
場
所
、飼
養
頭
羽
数
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

▽
報
告
が
必
要
な
家
畜
動
物

　

牛
・
水
牛
・
鹿
・
め
ん
羊
・
山
羊
・

豚
・
い
の
し
し
・
馬
・
鶏
・
う
ず

ら
・
あ
ひ
る
・
き
じ
・
だ
ち
ょ
う
・

ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
・
七
面
鳥

　

で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
を
育
成
し
ま
す
。

▽
願
書
受
付
期
限
（
必
着
）　

　

３
月
27
日
（
火
）

【
社
会
福
祉
士
養
成
課
程
】

▽
内
容　

高
齢
者
や
障
害
者
に
対

　

し
て
福
祉
に
関
す
る
相
談
援
助

　

を
専
門
的
に
行
う
国
家
資
格
で

　

あ
る
社
会
福
祉
士
の
受
験
資
格

　

を
取
得
で
き
ま
す
。

▽
願
書
受
付
期
限
（
必
着
）　

　

２
月
28
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　

☎
０
４
２-

５
７
２-

３
１
５
１

　

HP http://w
w
w
.n-gaku.jp

 

創
業
を
目
指
す
人
を
支
援

 

創
業
相
談
会

　

岡
山
県
産
業
振
興
財
団
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
創
業
支
援
の
一
環
と

し
て
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
中
小
企
業
診
断
士

な
ど
が
助
言
を
行
う
創
業
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
す
。
創
業
を

目
指
す
人
、
創
業
し
て
間
も
な
い

人
な
ど
興
味
が
あ
る
人
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
当
日
参
加

 
日
帰
り
２
月
コ
ー
ス

 
体
育
協
会
ス
キ
ー
バ
ス

　　

瀬
戸
内
市
体
育
協
会
で
は
、
次

の
と
お
り
ス
キ
ー
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

参
加
費
を
添
え
て
邑
久
ス
ポ
ー
ツ

公
園
ま
た
は
長
船
ス
ポ
ー
ツ
公
園

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電

話
申
込
不
可
）。

▽
行
き
先　

恩
原
高
原
ス
キ
ー
場

　

パ
ノ
ラ
マ
ゲ
レ
ン
デ

▽
日
程　

２
月
26
日
（
日
）

　

午
前
６
時　

邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公

園
第
２
駐
車
場
発
、
午
前
６
時
15

分　

長
船
町
公
民
館
発
、
午
前
９

時
ご
ろ　

現
地
着
、
午
後
３
時

ご
ろ　

現
地
発
、
午
後
７
時
ご
ろ

帰
着

▽
対
象
者　

瀬
戸
内
市
に
在
住
ま

　

た
は
在
勤
の
人
（
中
学
生
以
下

　

は
保
護
者
同
伴
）

▽
参
加
費　

１
人
１
、５
０
０
円

※
昼
食
代
金
、
リ
フ
ト
券
、
用
具

　

レ
ン
タ
ル
料
金
な
ど
は
含
み
ま

　

せ
ん
。

▽
定
員　

90
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

２
月
19
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
体
育
協
会
事
務
局

　
５
階
Ｂ
（
岡
山
市
北
区
本
町
６-

36
）

▽
セ
ミ
ナ
ー
内
容

　

①
企
業
が
求
め
る
人
物
像
と
効
果

　

的
な
自
己
Ｐ
Ｒ
法

　

②
模
擬
面
接
と
マ
ナ
ー
講
座
な
ど

　

▽
受
講
資
格　

　

就
職
活
動
中
の
若
者

　
（
40
歳
未
満
）

　

▽
申
込
方
法　

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
、
受
講
希
望
日
前
日
の

午
後
５
時
ま
で
に
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、
受
講
希
望
日
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

▽
持
ち
物　

　

筆
記
用
具
、
雇
用
保
険
受
給
者

　

証
（
雇
用
保
険
受
給
者
の
み
）　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

お
か
や
ま
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６-

２
３
６-

１
６
１
６

　

FAX 

０
８
６-

２
３
６-

１
６
３
０

　

HP http://www.y-workokayama.jp

 

新
鮮
な
地
魚
や
カ
キ
を
堪
能

 

牛
窓
冬
の
味
覚
ま
つ
り

　　

日
本
の
エ
ー
ゲ
海
と
称
さ
れ
る

牛
窓
で
新
鮮
な
魚
、
カ
キ
の
お
い

し
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
も
牛
窓
町
漁
業
協
同
組
合

▽
小
規
模
所
有
者
の
基
準

　

次
の
①
〜
④
に
該
当
す
る
人

は
、
小
規
模
所
有
者
で
す
。

①
牛
・
水
牛
・
馬　

各
１
頭
ま
で

②
鹿
・
め
ん
羊
・
山
羊
・
豚
・
い

　

の
し
し　

各
６
頭
未
満

③
鶏
・
あ
ひ
る
・
う
ず
ら
・
き
じ
・

　

ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
・
七
面
鳥　

　

各
１
０
０
羽
未
満

④
だ
ち
ょ
う　

10
羽
未
満

　

小
規
模
所
有
者
で
、
報
告
を
し

て
い
な
い
人
は
、
産
業
振
興
課
・

各
支
所
・
出
張
所
に
チ
ラ
シ
・
定

期
報
告
書
様
式
な
ど
を
置
い
て
い

ま
す
の
で
、
記
入
・
押
印
の
上
、

岡
山
家
畜
保
健
衛
生
所
へ
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

HP http://www.city.setouchi.lg.jp/news/

　

kachiku.html

※
小
規
模
所
有
者
の
基
準
を
超
え

　

る
人
は
報
告
内
容
が
追
加
さ
れ

　

ま
す
の
で
、
岡
山
家
畜
保
健
衛

　

生
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
送
付
先

　

〒
７
０
９-

２
１
２
３

　

岡
山
市
北
区
御
津
河
内
２
７
７
０-

１

　

岡
山
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
０
８
６
７-

２
４-

３
８
８
０

昨年行われた第６回瀬戸内市健康マラソン大会

人気の殻付きカキ詰め放題

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ



健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5カ月児） 2 月 21 日（火） 平成23年 9月生

乳児健診
（9・10 カ月児） 2 月 15 日（水） 平成23年    5 月生

1 歳６カ月児健診 2 月    8 日（水） 平成22 年    7 月生
2 歳児健診 2 月    9 日（木） 平成21年 10月生

3 歳児健診 2 月  22 日（水） 平成20年 8月生

子どもの健診

人の動き《平成 24年 1月 1日現在》
人口 ３９，２３２人 （＋　５）
男 １８，７３４人  （＋２３）
女 ２０，４９８人 （－１８）
世帯 　１４，７３５世帯 （＋１６）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ -５９６２

▽場　　所　ゆめトピア長船　

▽受付時間　午後 1時 15 ～ 45 分

      　　2012　February
2 くらしの情報

①行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２
②心配ごと相談（内容はどんな相談でもOK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２
④住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９
⑤育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑩身体・知的障害専門相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
⑪思春期こころの健康相談
　【相談員：思春期保健相談士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
⑫わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４３
※①～⑫の相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：消費生活相談員、生活環境課職員（予約不要・
　市役所開庁日に相談受付）】
　■問い合わせ先
　　生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９
○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

各種相談
1/29 1/30 1/31

体協　瀬戸内市卓球ミッ
クスダブルス選手権大会
リーグ戦  19：00 ～
　牛窓体育館（２月 21 日　
　まで毎週火曜日実施）

1
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

2   
⑫わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

3 4
⑪思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

5
体協　冬季ソフトバレー
ボール大会
　8：30 ～（受付）
　邑久B&G海洋センター

6  7
⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

8
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

9 10  11   建国記念の日

12
体協　歩こう会　
　竜ノ口コース
　8：29 邑久駅発赤穂線
体協　春季バレーボール
大会 8：30 ～（受付）
　牛窓体育館

13 14
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

15
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
④住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所

16
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所

17 18
⑪思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

19
体協　第 7回瀬戸内市健
康マラソン大会
　8：30 ～（受付）
　邑久スポーツ公園野球
　場および周辺コース

20 21  
⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

22 
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

23  
⑨乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
⑫わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

24
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
⑥離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

25
⑪思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

26
体協　第14回スキーバス
　6：00 ～（出発）
　恩原高原スキー場

27 28
⑤育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

29 3/1
⑫わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

3/2 3/3

生活習慣病教室

　市民病院では、毎月１回、生活習慣病教室を開催しています。
　興味のある人は、ぜひご参加ください。

▽日時　２月９日（木）　午前 11 時～

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　「糖尿病とフットケア」

▽講師　浅海　昇氏（瀬戸内市民病院　内科医）

▽定員　30 人（テーマに沿った食事付きは 24 人）

▽参加費　食事付き 500 円（食事なし 100 円）
■問い合わせ・予約先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９-２２ - １２３４

あじさい講座

　在宅介護支援センターあじさいでは、地域福祉の向上を図る
ことを目的に下記のとおりあじさい講座を開催します。

▽日時　２月４日（土）　午前 10 時～午前 11 時 30 分

▽場所　あじさいのおか牛窓（牛窓町長浜 1745-1）

▽テーマ　「元気なうちに老いじたく
　　　　　　　　　　～成年後見制度と市民後見人とは？～」

▽講師　戸川和正氏（岡山県司法書士会）　

▽参加費　無料（事前連絡は不要）
■問い合わせ先
　在宅介護支援センターあじさい　☎０８６９-３４ - ６３６６

法律相談

　法律的な問題について弁護士と相談ができます。相談を希望
する人は、事前にご予約ください。予約開始日は２月１日（水）
からで、定員は８人で締め切りとなります。

▽日時　３月８日（木）午前 10 時～午後３時

▽場所　ゆめトピア長船

▽相談料　無料
■問い合わせ・予約先
　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２

年金相談

　年金事務所の職員が年金の相談に応じます。相談を希望する
人は、事前にご予約ください。

▽日時　２月 23 日（木）　午前 10 時～午後３時

▽場所　ゆめトピア長船

▽相談料　無料
■問い合わせ・予約先
　岡山東年金事務所　☎０８６-２７０ - ７９２９

骨骨健康貯筋クラス

　瀬戸内市体育協会では、バランスボールを使って体を動かす
教室を開催します。初心者にもインストラクターが丁寧に指導
します。皆さんも楽しく体を動かしませんか。

▽日時　２月１日（水）、８日（水）、22 日（水）
　　　　午前９時 30 分～午前 11 時

▽場所　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター

▽参加費　１回 300 円
■問い合わせ先
　瀬戸内市体育協会　☎０８６９- ２２ - ２２１１

2 月納期の市税・保険料
　固定資産税【４期】　国民健康保険税【６期】
　介護保険料【６期】　後期高齢者医療保険料【４期】
※納付期限は２月 29 日（水）です。
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

 　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/
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投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、
続柄：２人まで）からのひとこと
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
で政策調整課へ送付してください。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　政策調整課
　☎０８６９- ２２ - １１１３
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp
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わが家の宝１歳です！

投稿をお待ち

①１歳のお子さん
氏名、生年月

続柄：２人まで）
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の
④イラスト・絵手
⑤瀬戸内市の風景
写真の題名、撮

時、コメントなど
★応募方法
住所・氏名・電

はがき・ＦＡＸ
で政策調整課へ送
　匿名・ペンネー
合は、その旨もお
★留意点
原則として、投

た原稿や作品は返
　掲載の都合上、
掲載できない場
で、あらかじめご
■問い合わせ・応
　〒７０１-４２
　瀬戸内市邑久町
　瀬戸内市役所　
　☎０８６９- ２

FAX ０８６９ - ２
mail:hiroba@city

    けいじばん
けいじばん

▼
今
季
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し

て
い
て
、
１
月
か
ら
２
月
が
ピ
ー
ク
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
▼
先
日
急
な
発

熱
が
あ
り
検
査
を
受
け
る
と
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
陽
性
が
判
明
。
し
ば
ら
く
寝

込
む
は
め
に
…
予
防
接
種
の
大
切
さ
が

身
に
染
み
ま
し
た
。
皆
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ん
も
ど
う
か

ご
注
意
く
だ
さ
い
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ナ
ガ

▼
お
正
月
に
お
菓
子
の
福
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を
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し

ま
し
た
。
次
は
何
を
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べ
よ
う
か
と
考

え
る
の
が
楽
し
み
に
。
▼
と
こ
ろ
が
、

あ
る
日
、
愛
犬
モ
モ
に
い
く
つ
か
食
べ

ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
袋
を
破
っ
て

お
菓
子
だ
け
食
べ
る
器
用
さ
に
脱
帽
。

モ
モ
の
健
康
の
た
め
に
も
、
隠
し
場
所

を
工
夫
し
な
い
と
な
ぁ
。　
　

よ
し
こ

ＤＢＯＣネパール料理教室とライブ
おいしい料理と楽しい演奏で国際交流

　国際交流を推進する会
「Ｄ

デ ー ボ ッ ク

ＢＯＣ」では、活動の一環
として、ネパール料理教室とラ
イブを開催します。
　ネパールは、ヒマラヤ山脈の
南麓に位置している国で、ネ
パール料理は、インド料理、チ

ベット料理、中華料理などの影響を受けた多国籍な料理です。今回
の料理教室では、体の温まる鶏肉・野菜・麺の入ったチキンヌード
ルスープや、ホウレンソウのスパイス炒め、紅茶の葉・香辛料・ショ
ウガを牛乳と水で煮出したジンジャーマサラティーを作ります。
　ライブでは、ネパールの歌、韓流メロディーの演奏やネパールに
ついての話を聴くことができます。また、各国の民族衣装の着付体
験も行います。お誘いあわせの上ご参加ください。

▽日時　２月 18 日（土）
　・料理教室　午前 10 時～正午
　・ライブ　正午～午後 1時 30 分

▽場所　中央公民館

▽講師　ビドゥル・バニヤさん、
　ゴダールデウ・ハバタルさん

▽参加費　１人 500 円
※ライブのみの参加は１人 100 円です。（ナンとマサラティー付き）

▽定員　料理教室：30 人、ライブ：50 人（いずれも先着順）
※２月 13 日（月）までに申し込んでください。

▽持参する物　三角巾、布巾、エプロン
※料理を持ち帰る場合は、容器を持参してください。
■問い合わせ・申込先
　ＤＢＯＣ代表　佐藤さん
　☎０８６９-２２ - ０３８８

料理教室

ヒマラヤ山脈フィッシュテール山

ー付き）
順）

百田百田海海
かいせいかいせい

晟晟ちゃんちゃん
お住まいお住まい　牛窓町　牛窓町牛窓
ひとこと　ひとこと　元気に大きくなって下さい！元気に大きくなって下さい！

（父 享さん・母 舞さん）

　Kaisei
 平成 22年８月７日生まれ

西崎優
ゆう

ちゃん
お住まいお住まい　邑久町　邑久町山田庄
ひとこと　ひとこと　いつもにこにこ、元気いっぱいのいつもにこにこ、元気いっぱいの
優ちゃん。遙お姉ちゃんと仲良くね優ちゃん。遙お姉ちゃんと仲良くね！！
（父　哲也さん・母　亜希子さん）（父　哲也さん・母　亜希子さん）

Yuu 
平成 22年４月 12日生まれ

瀬戸内写真館

題名　帰港
撮影場所
牛窓町フェリー乗り場付近
撮影日時
平成 23 年 11 月 29 日（火）
午後 4時 41 分
撮影者
瀬戸内フォトプロジェクト

（SPP）　太田宰輔さん

市民ギャラリー
▼山本敏子さん

（父 享さん・母 舞さんさささ ）（父 享さん・母 舞さん）

KKKKaisei

西崎西崎優優
ゆうゆう

ちゃんちゃん

平成22年４月 12

題名　迫
せ と

門の曙
撮影場所　邑久町虫明
撮影日時
平成 23 年 12 月 28 日（水）
撮影者
気まぐれカメラマンさん
コメント　大平山から臨む
朝日です。「日本の朝日百
選」にも選ばれています。

23     2012.2 広報 せとうち No.87    22




